
    

現

在

の

Ｊ

Ｒ

山

陽

本

線

の

兵

庫

～

姫

路

間

が

、

山

陽

鉄

道

会

社

と

い

う

私

鉄

線

と

し

て

、

明

治

二

十

一

年

（

一

八

八

八

）

十

二

月

に

開

通

し

た

こ

と

は

、

昨

年

八

月

号

に

記

し

た

と

お

り

で

す

。 

会

社

設

立

に

至

る

経

緯

は

、

『

山

陽

鉄

道

会

社

創

立

史

』

と

い

う

本

に

ま

と

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

れ

に

よ

れ

ば

、

発

起

人

ら

は

、

既

存

の

交

通

機

関

の

輸

送

量

や

運

賃

を

慎

重

に

調

査

し

た

う

え

で

、

鉄

道

敷

設

計

画

を

進

め

て

い

た

こ

と

が

よ

く

わ

か

り

ま

す

。 

そ

れ

を

ふ

ま

え

、

会

社

側

で

は

、

競

合

す

る

輸

送

機

関

を

意

識

し

つ

つ

、

運

賃

を

設

定

し

た

い

と

願

い

出

て

い

ま

す

。

こ

の

文

書

に

よ

れ

ば

、

当

時

人

力

車

の

神

戸

～

加

古

川

間

の

運

賃

は

、

平

均

す

れ

ば

二

十

五

銭

だ

っ

た

よ

う

で

す

。
ま

た

、

そ

れ

以

前

の

主

要

な

輸

送

機

関

は

汽

船

で

す

が

、

高

砂

～

兵

庫

間

の

旅

客

の

運

賃

は

、
上

等

が

四

十

銭

、

中

等

が

三

十

銭

、

下

等

が

二

十

銭

で

、

実

際

に

は

そ

の

三

割

引

が

普

通

で

し

た

。

さ

ら

に

、

米

一

石

を 

    高

砂

か

ら

兵

庫

へ

和

船

で

運

ぶ

場

合

は

、

四

銭

五

厘

で

す

が

、

こ

れ

も

大

量

に

輸

送

す

る

場

合

は

割

引

が

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

で

す

。 

こ

う

し

た

実

情

を

ふ

ま

え

、

当

時

の

国

鉄

の

基

準

ど

お

り

に

運

賃

を

設

定

す

れ

ば

、

鉄

道

が

「

ぜ

い

た

く

品

」

と

み

な

さ

れ

、

利

用

者

が

見

込

め

な

い

と

い

う

の

が

、

会

社

側

の

言

い

分

で

す

。
そ

の

た

め

、

国

鉄

の

二

割

減

の

運

賃

で

開

業

し

た

い

と

申

し

出

た

の

で

す

。 

ち

な

み

に

、

明

治

二

十

五

年

時

点

で

の

山

陽

鉄

道

会

社

の

運

賃

表

に

よ

れ

ば

、

加

古

川

～

神

戸

間

の

下

等

運

賃

は

二

十

四

銭

、

阿

弥

陀

（

現

在

の

曽

根

）

～

神

戸

間

は

二

十

九

銭

と

な

っ

て

い

ま

す

。 

こ

の

よ

う

に

、

明

治

中

期

以

降

、

鉄

道

が

交

通

体

系

の

中

心

的

な

位

置

を

占

め

て

い

く

過

程

に

お

い

て

は

、

既

存

の

輸

送

機

関

と

の

競

合

と

対

抗

が

常

に

考

慮

さ

れ

て

い

た

の

で

す

。 

（

高

砂

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員 

松

下

 

孝

昭

） 

 

た 
 

か 
 

さ 
 

ご 
 

史 
 

話 
 

⑮ 

～

山

陽

鉄

道

の

開

通

と

運

賃

～ 


